６　単元の評価規準
	
	関心・意欲・態度
	思考・判断
	運動の技能
	知識・理解

	単元の評価規準

	●バレーボールの学習に自主的に取り組もうとしている。
・フェアなプレイを大切にしようとしている。
・自己の責任を果たそうとしている。
・作戦などについての話合いに貢献しようとしている。
●互いに助け合い、教え合おうとしている。
●健康・安全を確保している。
	●提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦術を選んでいる。
●仲間に対して、技術的な課題や有効な練習方法の選択について指摘している。
・作戦などの話合いの場面で、合意を形成するための適切な関わり方を見付けている。
●健康や安全を確保するために、体調に応じて適切な練習方法を選んでいる。
・球技を継続して楽しむための自己に適した関わり方を見付けている。
	●空いた場所をめぐる攻防を展開するための役割に応じたボール操作や安定した用具の操作と連携した動きができる。
	●バレーボールの技術の名称や行い方について、学習した具体例を挙げている。
●バレーボールに関連した体力の高め方について、学習した具体例を挙げている。　
・運動観察の方法について、理解したことを言ったり書き出したりしている。
・試合の行い方について、学習した具体例を挙げている。

	学習活動に即した評価規準

	1 バレーボールの練習や試合に自主的に取り組もうとしている。

2 練習、話合の中で、技能について互いに助け合い教え合おうとしている。
3 自己の体調管理や、使用しないボールを安全な所に置くなど、健康・安全を確保している。
	1 ゲームの中で、提供された作戦や戦術から自己のチームや相手チームの特徴を踏まえた作戦や戦術を選んでいる。
2 スキルアップテキストの中から、自己や仲間に対して、技術的な課題に対する有効な練習方法を選んでいる。
3 練習やゲームの中で、けがを防止し、健康や安全を確保するために、体調や周囲の状況に応じて適切な練習方法を選んでいる。
	①練習やゲームで、ボールを相手側のコートの空いた場所やねらった場所に打ち返すことができる。
②練習やゲームで、攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にボールを上げることができる。
③練習やゲームで、ポジションの役割に応じて、拾ったりつないだり打ち返したりすること。

	1 バレーボールの技術の名称や行い方について、話合いやグループノートの中で、学習した具体例を挙げている。
2 バレーボールに関連した体力の高め方について、話合いやグループノートの中で、技能に関連させながら言ったり書き出したりしている



７　単元の学習計画及び評価計画　（全１４時間）
	
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	評価規準

	
	
	
	関意態
	思判
	技能
	知理

	はじめ　１　～　２
	
○オリエンテーション
・学習の流れについて理解する
・グループ編成
・試しのゲーム

	○生徒が理解しやすい説明をする。
○練習や試しのゲームを通してこ
れまでの習得状況を把握する。
○自己の課題を理解させる。
○スキルアップシートの活用法に
ついて説明する。
	
	
	
	1 

	
	
	
	
	③
	
	

	な　か　３　～　９
	

活動例）

サービス（６ｍ　９ｍ）

レシーブ

（直上　サーブレシーブ）

トス（長座　直上　オープン）

スパイク（ネットの有無）
	
○すべての練習において技能の
習得差があることを理解し、う
まくいかない生徒については
練習の中身を段階的に取り扱う。

○ボール操作が苦手な生徒につい
てはボールキャッチも可能にす
る。

○全体を観察し、必要に応じて
アドバイスを行う。
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	
	2 

	
	
	
	①
	
	
	

	
	
	
	
	①
	
	

	
	
	
	
	
	①
	

	本時８
	
活動例）

２対０　３対０
	○グループ練習では特にボール
を出す生徒の動きに注意を払う。

○コンビネーションプレイではセ
　ット数を増やし、動作のタイミ
ングやボール操作を習得する。
	
	②
	
	

	９
	ネットを使っての　３対３


	○球出しやボール拾いを工夫してケガの防止や練習の効率をあげる。
	②
	
	
	

	　　まとめ　　～
	
活動例）

ハーフコート３対３

６対６リーグ戦

○単元の反省

授業を通しての成果と今後に向けての反省を行う。
	○段階的に正規のルールに近づけ

ていく

○練習で学んだ技能をゲームで

出すことを大事にさせる。
	
	
	
	

	
	
	
	
	
	②
	

	
	
	
	③
	
	
	

	
	
	
	
	
	③
	

	
	
	
	
	
	
	


８　本時の学習
(１)  本時のねらい（指導の重点）
・ 攻撃につなげるための次のプレイをしやすい高さと位置にボールを上げることができる。（技能②）
・ スキルアップテキストの中から、自己や仲間に対して、技術的な課題に対する有効な練習方法を選んでいる。                                                                 （思考・判断②）
(２)  本時の学習評価
・ スキルアップテキストの中から、自己や仲間に対して、技術的な課題に対する有効な練習方法を選んでいる。                                                                    （思考・判断②）
９　指導課程（　8／14時間　）
	
	学習内容及び学習活動
	指導上の留意点
	○：評価項目
【Ａの例】
（評価方法）
	｢努力を要する｣状況と判断される生徒の手立て

	はじめ
15分
なか
30分

	１　集合・出席確認・健康観察

２　本時の内容と課題の確認

３　準備運動

ラジオ体操第２

４　体力トレーニング
	・本時の課題を示し学習内容の意味を理解させる。

・これまでに学習した
技能のポイントを理解
させながら主体的に取
り組ませる。
	
	

	
	
５　攻撃技術の習得
　①スキルアップテキストを使っての班別練習

②ネットを越えての２対０

・セッターとの呼吸を合わせてリズムよく行う。

③３対０ダブルクイック

　④簡易ゲーム
【ルール】
・ハーフコートで行う。
・１チームは決められた回数必
ずボールに触れ返球する。
	・次のプレイに必要なボールを返球する場所と空間を明確にする。
・動きの習得ができるように交代方式の練習はとらずに１セットの時間を設定し繰り返し練習を行う。
・ボールの管理を工夫することで練習の効率をよくする。
	○スキルアップテキストの中から、自己や仲間に対して、技術的な課題に対する有効な練習法を選んでいる。
（思考・判断②）

【Ａの例】

○スキルアップテキストの中から、自己や仲間に対して、技術的な課題に対する有効な練習を適切に選んでいる。

	○スキルアップテキストの使い方と練習の仕方や技能のポイントを助言する。


	まとめ5分
	６　整理運動

７　反省とまとめ
・グループごとに行う

８　次時の確認

９　整列、挨拶
	・本時の反省点を明確にし、次の課題に応じた練習をスキルアップテキストから選択する。
	
	


≪ねらい１≫　学習の流れやねらいを知り、基本技能習得のためのスキルアップシートの活用方法について理解する。





重要項目





技術の名称や行い方





≪ねらい２≫　学習を行う上で出てきた課題についてスキルアップシートを参考にしながら練習を行い自己のスキルアップを図る。





ラリーを続けるための基本的な技能を習得する





重要項目


主体的に取り組む





ねらったところへの返球





チームや自己の目標の検証





次の攻撃につなげやすい返球





次の攻撃につながる位置にボールを運ぶ
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14











≪ねらい３≫　審判やゲームの運営の仕方を理解し簡易ルールでのゲームを楽しむ。





重要項目


体調や環境の変化に注意


ポジションの役割理解





・攻撃につなげるための高さと位置にボールを返球しよう。








